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グリーン関数を応用した沖合設置津波計の最適化

Optimization of offshore tsunami meter network using Green function.
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　現在，津波逆解析（インバージョン）は，津波の初期海面変動を求める理学目的だけでなく，津波防災にお

いても大きな役割を担っている．津波インバージョンのための観測データとしては，沖合設置津波計の有効性

が認識されており，観測と解析の主流となっている．一方，意外かもしれないが，日本は世界最大の津波被災

国ではない．日本は歴史上何度も津波災害を受けてきたが，それぞれの津波の犠牲者数は数万人程度で

あって，例えば2004年12月26日スマトラ島沖地震（M9.1）では，最大被害国のインドネシアでは23万人が

犠牲数となっており，311津波の約10倍である．しかしインドネシアのGDPは日本の1/5であり，S-netに相当

する津波観測システムを独自に整備することは困難と想像される．もしS-netと同等の性能を持つ観測システム

が１／５のコストで実現できたなら，多くの津波被災国への貢献が期待できる．津波逆解析を前提とした沖合

設置津波計の配置や，設置密度等を客観的に求めた研究は少なく，また津波の観測要素は特殊な場合を除いて

高さだけの１成分観測が主流である．グリーン関数を用いる線形インバージョンを前提にし，観測点の配置の

客観的な考察方法としては，データ解像度行列などの手法が発表されている．さらに観測要素として津波の高

さに流速２成分を加えた３成分観測とし，１観測点当たり得られる情報量を増やして観測点配置を客観的に最

適化すれば，全体の観測点数を減じてコストダウンできる可能性がある．本研究では，観測点の有効性を判定

する手法の一つであるデータ解像度行列と，高さと流速の３成分観測を想定し，観測時間長を15分間に限定す

る条件で，311東北津波をターゲットとして事例解析的に考察した．結果は波源真上～波源内の３成分観

測，日本海溝から太平洋に向かって拡大した観測点配置が，インバージョンと観測点節約に有効であった．今

回は，その結果を紹介する．
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